
お知らせ 

令和５年(2023年)７月19日  

 

 報 道 機 関 各 位 

 

函館市総務部人事課   

TEL 21－3667   

 

 

   令和５年函館市市民貢献賞表彰式の開催について 

 

 標記の表彰式を，下記のとおり開催しますので，取材方よろしくお願いいたし

ます。 

 

記 

 

１ 日  時 

令和５年８月１日（火） 午後１時３０分 

２ 場  所 

函館国際ホテル ２階 鳳凰の間（函館市大手町５番１０号） 

３ 式 次 第 

(1) 開  式 

 (2) 式  辞  函館市長    大泉  潤 

 (3) 表  彰 

 (4) 祝  辞  函館市議会議長 吉田 崇仁 

 (5) 閉  式 

４ 受 賞 者 ４者（団体４） 

  【保健福祉功労】  

   特定非営利活動法人ナルク函館 はまなす （代表 阿部 功 氏） 

   パソコン要約筆記サークル「つばさ」  （代表 長澤 真由美 氏） 

  【市民活動功労】 

   国際ソロプチミスト函館 （会長 竹内 伊寿美 氏） 

   学校法人遺愛学院遺愛女子中学校・高等学校 （校長 福島 基輝 氏） 

５ 配付資料 

  (1) 受賞者功績概要 

  (2) 表彰制度概要 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年(2023年)函館市市民貢献賞 

（報道用資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和５年７月 19日調製 総務部人事課） 
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１ 受賞者功績概要（敬称略） 

【 保健福祉功労 】 

団体名 特定非営利活動法人 ナルク函館
はこだて

 はまなす 

代表者 代表 阿部
あ べ

 功
いさお

 

活動年数 ２４年 

個人・団体 団体 

功績概要  当該団体は，団体活動の基本である「全ての会員がボランティア

の提供者であり，利用者である」という考え方により，生きがい志

向の中高齢者が,会員間の互助活動を行っているほか，市内清掃，草

刈，児童の見守りや老人ホームへの支援など地域のボランティア活

動や，子育て家庭支援のための研修会，市内未就学児から大学生ま

での幅広い世代との交流会など積極的に多世代交流に取り組み，さ

らに，市内各機関主催の会議で，これらの団体活動を通じて得た知

識や経験を伝えており，地域の住民活動に貢献している。 

経歴・ 

賞罰等 

・NPO法人ナルク函館はまなす 設立 H10～現在  

・北海道新聞「ボランティア奨励賞」受賞 H28 

・北海道社会貢献賞（地域活動推進功労者）R3 

 

団体名 パソコン要約
ようやく

筆記
ひ っ き

サークル「つばさ」 

代表者 代表 長澤
ながさわ

 真由美
ま ゆ み

 

活動年数 ２３年 

個人・団体 団体 

功績概要 当該団体は，平成１１年から，講演会や会議で，話しことばをそ

の場でパソコンに入力してスクリーンなどに表示するパソコン要

約筆記のボランティア活動を通じ，聴覚障がい者の支援および社会

参加の推進に大きく貢献しているほか，例会を週に１回開催し，所

属会員の聴覚障がい者の理解促進や要約技術の向上を図っており，

また，函館中途失聴者・難聴者協会の会議や行事に協力するなど，

当事者団体の円滑な運営に尽力している。 

経歴・ 

賞罰等 

・パソコン要約筆記サークル「つばさ」設立 H11 

・北海道社会貢献賞（地域活動推進功労賞）受賞 R4 
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【 市民活動功労 】 

団体名 国際
こくさい

ソロプチミスト函館
はこだて

 

代表者 会長 竹内
たけうち

 伊
い

寿
ず

美
み

 

活動年数 ５０年 

個人・団体 団体 

功績概要 当該団体は，人権と女性の社会的地位を高めるため，奉仕活動に

取り組んでいる団体であり，市内の女子中高生を対象としたキャリ

ア・サポートに関する講演会開催のほか，チャリティイベント等を

開催し，その収益を市内大学・高等学校の社会奉仕活動やウクライ

ナに対する支援金として寄附している。 

また，本市を含む１９団体で構成するはこだて男女共同参画フォ

ーラムの構成団体としても活動しており，本市の市民活動の活性化

や男女共同参画の推進に貢献している。 

経歴・ 

賞罰等 

・国際ソロプチミスト函館設立 S48.4 

・国際ソロプチミスト函館設立５０周年 R5 

 

団体名 学校
がっこう

法人
ほうじん

 遺愛
い あ い

学院
がくいん

 遺愛
い あ い

女子
じ ょ し

中学校
ちゅうがっこう

・高等
こうとう

学校
がっこう

 

代表者 校長 福島
ふくしま

 基
もと

輝
てる

 

活動年数 １６年 

個人・団体 団体 

功績概要  当該団体は，外国クルーズ船寄港時に英語科生徒を中心に，観光

案内などの通訳ボランティアや，出港時の見送りセレモニーに参加

するなどの様々な取り組みを行い，また，コロナ禍においては，ク

ルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」で集団感染が起きた際に，

乗船客と乗組員向けに動画でエールを送るなど，本市のイメージア

ップに貢献している。 

外国船の運航が再開された令和 5 年からは，観光スポットのほ

か，市電の停留所まで乗船客に付き添って案内する等，ボランティ

アを再開している。 

経歴・ 

賞罰等 

・クルーズ船ボランティア活動開始 H19  

・シドニー語学研修クルーズの実施 H30 

・メルボルン語学研修クルーズの実施 R3 

・第 7回観光庁長官表彰受賞 H27  

・函館地区クルーズ振興協議会から感謝状授与 H30  

・日本港湾協会賞「企画賞」受賞 H30，R3 
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２ 表彰制度概要 

１ 趣 旨 

福祉の増進，産業経済の振興発展，教育文化の発展，市民活動やまちづくりの

推進など，市政の各分野において多年にわたる貢献が認められる個人または団体

に対し，函館市市民貢献賞を贈呈する。 

２ 表彰分野 

  市民貢献賞は，函館市市民貢献賞規則に基づき，下記の表彰分野において，市

政への貢献が顕著な個人または団体について，市からの推薦と一般公募による推

薦を受けた候補者の中から，函館市市民貢献賞選考委員会による選考を経て，市

長から表彰を行う。 

(1) 地方自治功労（地域住民活動や防災などの地方自治の発達に貢献したもの） 

(2) 産業経済功労（商工業，観光業，農林水産業など産業経済の振興に貢献したも

の） 

(3) 保健福祉功労（福祉や医療など社会福祉の増進および保健衛生の向上に貢献

したもの） 

(4) 教育文化功労（教育，文化，スポーツなど教育文化の発展に貢献したもの） 

(5) 市民活動功労（国際交流，まちづくり活動などその他公益の増進に貢献したも

の） 

３ 表彰の推薦基準等 

(1) 函館市功労賞や函館市文化賞に次ぐ表彰制度として，市政への貢献が顕著な

個人または団体を表彰する。 

(2) 活動の公益性や市政への貢献を考慮し，個人の場合は，市内に住所を有し，主

たる功績に係る団体等での在職期間が概ね１０年以上かつ概ね３年以上代表ま

たはそれに準ずる職にある者，団体の場合は，市内に住所を有し，主な功績に

係る活動期間が概ね１０年以上のものとするが，これらに相当する顕著な功績

がある場合はこの限りではない。 

(3) 原則，団体の場合は活動中，個人の場合は主な功績に係る団体等の過去１年の

退職者または現職の者および活動中の者を対象とする。ただし，特に認める場

合はこの限りではない。 

(4) 功労賞および文化賞の被表彰者は，重複受賞を避けるため対象外とする。 

４ 表彰の実施方法 

(1) 選考方法  

推薦を受けた候補者を特別職等で構成される函館市市民貢献賞選考委員会に

諮り，候補者を選考し，市長が受賞者を決定する。 

(2) 贈呈品および表彰方法 

賞状および褒賞金品 

５ 表彰日について 

８月１日（市制施行日） 
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